
半固定の可動間仕切収納について 
 今回は可動間仕切収納の製作依頼がありました。 

 そこで、検討すべき事があります。 

１． 床が杉無垢板です。キャスター等の移動ではキャスターの数を増やしても傷、へこみは避けられない。 

２． 壁、天井が塗りものです。従って、壁固定、天井固定などのビス固定を避けたい。 

（間仕切可動時に固定したビスあとが目立たないようにしたい。） 

３． 間仕切収納の壁側、天井側の隙間を少なくし、双方からのあかり、音を出来るだけ遮断したい。 

４． 収納は引き戸で 2分割、裏表共通仕様で将来おのおの単独で洋服ダンスとして使用。 

  対策として１．について可動時はキャスターを使用しない。タンスを空にしてメラミン板を敷いて動か

す。セッティングも同様にしました。 

       ２．３．ついては壁の接触部にモヘヤを貼り、天井接触部もモヘヤまたはフェルトを貼りま

した。壁左右にはフィラー材を入れて、天井には 5 ミリ隙間を設けて幕板を設置しまし

た。  

       ４．収納は 2 分割で正面、左右側板、背面も化粧として仕上げ、連結穴は樹脂キャップにて

塞ぎます。固定は天井アジャスターのみとして、ビス固定を避けます。 

 

 

 間仕切収納設置前 
 

 左の柱から右側に 

 セットします。 
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 A部詳細 
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 B部詳細 

 
 

 

 

 

   

 

 

 

 

 メラミン上を滑らせてセットします。 

       所定位置でメラミンを抜きます。 

   

     モヘヤ貼り 

 

 

 

 天井部詳細  
 

 
 

 

  

 

 

 

 

               アジャスターを箱内側よりドライバーにて押し上げる。 

 

フェルトを貼り 

 

 

 

 



 

                   内部詳細図 
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 取り付け手順 

１． A部柱に 80*35木枠を固定し、柱側の切り欠きのあるタンスを柱面一杯によせる。 

２． 壁側のタンスにモヘヤ付きフィラーを固定してタンスとタンスの側板を当たら無い程度まで近づけてゆ

っくりと壁を傷付けないように押し込む。壁側へ一杯よせて、柱側のタンスも壁側へ寄せて連結。 

３． 天井固定板にフェルトを貼り、固定用アジャスターで天井まで押し上げる。 

４． 幕板を天板上にセットして完了。 

＊＊＊タンスの移動については、床が杉無垢板のため、メラミン板を下に敷いて移動すること。 
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 壁側はモヘヤが当たっています。 

 

 

 

 全景です。 

 天井隙間実際には 5から 8ミリ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （株）マルダイ家具部 鈴木 

 平成 20 年 12 月 15 日

  


